
　白幡八幡神社の祭礼が、10月
28日に行われました。（旧暦の9月
9日を過ぎた日曜日に行われる）
　祭礼に先だち「御旗織」の行事
や、東金御殿山からの竹を神社に
運ぶ「お竹取り」の行事などが行わ
れました。お龍頭の舞（写真）は、
大獅子、子獅子、女獅子の三頭で
弓旗を先導に十二番、四方固め、弓
くぐり、橋がかりの四舞を舞いま
す。源頼朝によって疫病退散のた
めに奉納されたのが始まりと伝え
られています。

白幡八幡神社祭礼

①地域再生協議会によるコミュニティＦＭの説明。
②救命救急訓練を体験。
③避難者カードに記入する訓練参加者。
④住民避難開始、蓮沼スポーツプラザに避難。
⑤千葉県防災士会の講話。
⑥防災備蓄品の展示。
⑦自主防災組織の講習会。

蓮沼地区で防災訓練を実施
地域の連携が不可欠
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　まつおこども園の園児は、地区の社
会福祉協議会の方と、森の木のもとに
なるどんぐりをみんなで育てようという
運動に参加し、３年かけて成長させたど
んぐりの木をくまさんの待つ森へ送りま
した。（１１月５日）

　山武市健康福祉まつりが、さんぶの
森交流センターあららぎ館で開催され
ました。
　各種催し物や展示を通して多くの市民
が、福祉の現状や健康づくりについて関
心を深めました。（１０月２１日）

ミニトレインフェスタiｎさんむ第7回山武市健康福祉まつりくまさんのどんぐりを育てる

　東日本大震災の復興支援として、海
岸エリアのイメージアップと観光の振
興を図ろうとミニトレインフェスタiｎ
さんむが、蓮沼海浜公園展望塔前で開
催されました。（１１月１０日・１１日）

森林保全協定調印式を終えて握手をする渡邉理事長
（写真左）と椎名市長

植樹するまえに一回、ポットを
水にいれ浸します

あいさつをする山武市青少年育成市民会議会
小山会長

　平成23年3月11日に起きた東日本大震災で津波
被害を受けた山武市蓮沼南浜海岸。その海岸の環
境・景観・防災の役割を担う防風林の再生や植樹を
とおして学ぶ青少年の健全育成、命の大切さや郷
土愛を育む協働活動として、「さんむの森」づくり「さ
んむ震災復興植樹祭」を、11月4日に開催しました。
　親子や友だちなど577人が参加し、蓮沼南浜海岸
保安林にクロマツ、広葉樹（タブノキ、ヤマモモ、
トベラ、マサキ）の苗木5,000本を植樹しました。
　参加者は「わたしたちの生活を守ってくれる木が、
病気などに負けないよう大きく育ってほしいですね」
と話していました。

さんむ震災復興植樹祭
苗木が元気に育ちますように

　10月31日、山武市内の日向の森で、ワタミグループのＮＰＯ法人
「Return to Forest Life」と市が森林保全協定を締結しました。
　森林は、所有者の高齢化や材木価格の低迷により、荒廃の一
途をたどっています。
　「Return to Forest Life」は、森林保全活動のＮＰＯ法人とし
て、美しい地球を子どもたちに残すため、国内の不健全な森林の
再生や保全活動を行うことを目的に活動しています。この活動が
民間活力を利用した森林整備を推進する市側の意図と一致し、
市有地である日向の森の一部（約１１ha）において、森林保全協定
を締結し、森づくりに取り組むことになりました。

森林保全協定調印式
民間活力で森林を守る


